
 
【鉄の骨】   池井戸潤/著   請求記号９－イ 

「次の地下鉄工事、何としても取って来い」でも談合って犯罪ですよね？

謎の日本的システムの中で奔走する、若きゼネコンマン平太の行末はʄ。 

 

 

 

 

 

【球体の蛇】    道尾秀介/著   請求記号９－ミ 

１９９２年秋。１７歳だった私・友彦は両親の離婚により、隣の橋塚家

に居候していた。主人の乙太郎さんと娘のナオ。奥さんと姉娘サヨは７

年前、キャンプ場の火事が原因で亡くなっていた。どこか冷たくて強い

サヨに私は小さい頃から憧れていた。そして、彼女が死んだ本当の理由

も、誰にも言えずに胸に仕舞い込んだままでいる。乙太郎さんの手伝い

として白蟻駆除に行った屋敷で、私は死んだサヨによく似た女性に出会

う。彼女に強く惹かれた私は、夜ごとその屋敷の床下に潜り込み、老主

人と彼女の情事を盗み聞きするようになるのだが…。呑み込んだ嘘は、
一生吐き出すことは出来ないʄ。青春のきらめきと痛み、そして人生の
光と陰をも浮き彫りにした、極上の物語。 

 
【棄霊島】        内田康夫/著    請求記号９－ウ 

九州へと向かうフェリーで、光彦と出会った元刑事の後口が、静岡の御

前崎の海岸で死体となって発見された。彼は、三十年前に、長崎・軍艦

島で起きた連続変死事件を追っていた。光彦は、後口の足跡を辿るうち、

娘が暮らす長野の松代で出会った人物に興味を抱いていたことを知っ

た。浅見光彦、百番目の事件は、手ごわすぎる。 

 
【ほかならぬ人へ】   白石一文/著 請求記号９－シ 

愛するべき真の相手はどこにいるのだろう…。「恋愛の本質」を克明に描
き、さらなる高みへと昇華した文芸作品。上質な恋愛小説２編を収録し

た、第２２回山本周五郎賞受賞第１作。〈ＷＢ〉 

 

 
【黄蝶舞う】          浅倉卓弥/著 請求記号９－ア 

真夏の母娘の光景を切り取った「空蝉」。初代将軍頼朝にまつわる因縁を

描いた「されこうべ」。修禅寺物語に想を得た「双樹」。そして鶴岡の惨

劇を軸に対を為す、殺される側実朝と殺す側である頼家の遺児公暁のそ

れぞれの生涯をたどった「黄蝶舞う」と「悲鬼の娘」。各々が独立した作

品として成立していながら互いに複雑に絡み合い、やがて妖しくも美し

き闇の世界を映した絵巻を織り上げていく。確かな筆致に支えられた異

色の歴史連作集。 

   

青地は児童書 




